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学
会
彙
報

▼
平
成
二
十
九
年
度　
学
位
論
文
題
目

 

修　
士

近
世
中
後
期
に
お
け
る
李
漁
受
容 

李　
　
　

静　

怡

 

博　
士

日
本
語
史
に
お
け
る
漢
語
研
究
の
視
点
と
方
法 

張　
　
　
　
　

愚

▼
平
成
二
十
九
年
度　
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

 

於　

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

 
 

　
　
　

中
央
図
書
館
新
館
４
Ｆ
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル

 

二
〇
一
七
年
六
月
三
日
（
土
）

 

〔
研
究
発
表
〕

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
語
り
手
の
評
語 

高　

木　

一　

希

『
住
吉
物
語
』
論
―
三
の
君
の
人
物
造
型
を
中
心
に
―

 

土　

屋　

萌　

子

『
芥
子
園
画
伝
』
の
受
容
を
め
ぐ
る
諸
問
題 

李　
　
　

静　

怡

悉
曇
学
の
音
韻
観
―
「
清
濁
」
を
中
心
に
― 

蛭　

沼　

芽　

衣

近
世
期
の
コ
ソ
に
つ
い
て 

矢　

毛　

達　

之

「
静
」
の
時
代
―
十
七
世
紀
文
芸
思
潮
考
― 

川　

平　

敏　

文

『
西
日
本
女
性
文
学
案
内
』
刊
行
ま
で 

狩　

野　

啓　

子

 

〔
講　
　

演
〕

訓
詁
の
埒
外 

今　

西　

祐
一
郎

▼
第
六
十
七
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

 

於　

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

 
 

　
　
　

中
央
図
書
館
新
館
４
Ｆ
・
視
聴
覚
ホ
ー
ル

 

二
〇
一
七
年
九
月
九
日
（
土
）
～
一
〇
日
（
日
）

 

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
学
生
を
そ
だ
て
る
国
語
国
文
学
の
教
育
」 

二
階
堂　
　
　

整

 

松　

尾　

弘　

徳

 

〔
研
究
発
表
〕

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
女
装
の
男
君
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
潜
在
す
る

「
男
性
性
」
と
そ
の
解
放
― 

田　

島　

智　

弘

『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
に
み
る
中
世
的
表
現
―
擬
古
と
自
立
と
―

 

前　

川　
　
　

暁

光
源
氏
の
変
奏
と
し
て
の
『
在
明
の
別
』
の
左
大
臣

 

小　

松　

明
日
佳

北
松
方
言
に
お
け
る
小
値
賀
島
藪
路
木
島
方
言
の
特
徴
に
つ
い
て

―
『
藪
路
木
島
方
言
集
（
仮
題
）』
を
用
い
た
方
言
記
述
―
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門　

屋　

飛　

央

 

（
九
州
大
学
関
係
者
の
み
）

▼
受
贈
図
書
（
二
〇
一
七
年
四
月
～
二
〇
一
七
年
九
月
）

日
本
語
の
多
様
な
表
現
性
を
支
え
る
複
合
辞
な
ど
の
「
形
式
語
」
に
関

す
る
総
合
研
究
（
藤
田
保
幸
著
） 

青　

木　

博　

史

生
誕
一
五
〇
年
世
界
文
学
と
し
て
の
夏
目
漱
石

 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
日
本
文
学
国
際
会
議
実
行
委
員
会

堤
中
納
言
物
語
の
真
相 

後　

藤　

康　

文

小
津
久
足
紀
行
集
（
三
）（
高
倉
一
紀
・
菱
岡
憲
司
・
龍
泉
寺
由
佳
編
）

 

菱　

岡　

憲　

司

史
料
目
録
第
一
〇
四
集　

守
屋
栄
夫
文
書
目
録

 

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
収
集
事
業
部

史
料
目
録
第
一
〇
五
集　

佐
渡
国
加
茂
郡
原
黒
村
鵜
飼
家
文
書
目
録

 

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
収
集
事
業
部

群
馬
を
舞
台
に
し
た
歴
史
・
時
代
小
説
：
真
田
・
忍
者
・
剣
豪
の
世
界 

：
第
九
二
回
企
画
展 

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

現
代
女
性
歌
人
展 : 

そ
の
ま
な
ざ
し
は
、
今
：
第
九
三
回
企
画
展

 

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

角
田
柳
作
と
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
：
群
馬
か
ら
世
界
へ
：
開
館
二
〇
周

年
記
念
：
第
九
四
回
企
画
展 

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

方
言
の
豊
穣
、
文
学
の
実
感
：
井
上
ひ
さ
し
・
伊
藤
信
吉
の
世
界
：
第

九
五
回
企
画
展 

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

漱
石
：
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
一
六
一
回
展
：
生
誕
百
五
十
年
を
記
念
し
て

 

天
理
図
書
館

江
戸
怪
談
文
芸
名
作
選　

第
二
巻　

前
期
読
本
怪
談
集
（
木
越　

治
責

任
編
集
・
飯
倉
洋
一
校
訂
代
表
）

 

飯　

倉　

洋　

一

江
戸
人
、
唐
詩
選
に
遊
ぶ
（
久
留
米
大
学
文
学
部
） 

大　

庭　

卓　

也

平
成
簡
注　

源
氏
物
語
⑦
紅
葉
賀
（
増
淵
勝
一
校
注
） 「
並
木
の
里
」
の
会

時
松
孝
文
追
悼
集
（
時
松
久
男
編
） 

岡　

島　

昭　

浩

▼
平
成
三
十
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

 

総
会
並
び
に
研
究
発
表
会
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
を
、
平
成
三
十
（
二
〇
一

八
）
年
六
月
九
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
場
所
は
未
定
で
十
二

月
上
旬
頃
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。
多
数
ご
参
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
発
表
を
ご
希
望
の
方
は
、
発
表
題
目
を
平
成
三
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

研
究
発
表
題
目
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
年
四
月

下
旬
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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〒
八
一
二

－

八
五
八
一 

福
岡
市
東
区
箱
崎
六

－

一
九

－

一

 

九
州
大
学
文
学
部
内
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

 

（Tel

・Fax

：
〇
九
二

－

六
四
二

－

二
三
九
五
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.lit.kyushu-u.ac.jp/japano/

（ 

研
究
室
の
ア
ド
レ
ス
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、 

学
会
関
係
・

住
所
変
更
等
の
各
種
連
絡
に
も
御
利
用
下
さ
い
。） 

《
規　
　
定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し
て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
る
が
、
そ

れ
以
外
の
方
に
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
内
外
を
一
応
の
規
定
と
し
、

そ
の
際
、
二
枚
程
度
の
要
旨
を
添
付
さ
れ
た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
い
。

四
、
刊
行
は
年
二
回
を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額 

維
持
会
員
四
千
円
（
各
号
二
部
配
布
）、

通
常
会
員
二
千
円
（
各
号
一
部
配
布
）
と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
刷
を
実
費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。


